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2021年 4月 28日 

聴覚障がい者へ透明マスクを寄贈 

～新型コロナウイルス感染症対策の支援で～ 
 

住友理工株式会社（本社：名古屋市中村区、代表取締役 執行役員社長：清水和志）と当社

社員が出資する一般財団法人住友理工あったか基金*（理事長：松井徹）は 、聴覚に障がいを

持つ方やその支援者のために、表情や口元が見える「透明マスク」を製作し、産業用ホース製

造・販売連結子会社、住友理工ホーステックス株式会社（本社：京都府綾部市、代表取締役 社

長：蜷川広一）の所在地・京都府綾部市の聴覚障がい者関係者グループ「あやべネットワーク」

を通じて、全国の関係者へ約 900 枚寄贈します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症が広まり、感染予防・咳エチケットとして、マスクの着用が不可

欠な生活様式が定着しました。しかしながら、マスクは耳が聞こえない人、聞こえにくい人に

とって、相手の言葉を知る手がかりとなる顔の表情や口の動きを覆い隠してしまい、コミュニ

ケーションの壁となっています。また、飛沫感染防止の観点から、マスクを下ろして改めて話

してもらうことも難しくなっています。 

 このような課題を抱える中、その解決に向けて、あやべネットワークと住友理工あったか基

金による透明マスク共同プロジェクトが始動。口元の見える、曇りにくい透明マスクを手作り

                                                   
* 一般財団法人住友理工あったか基金は、当社従業員の金銭的ボランティアを支援する基金（ファンド）です。

登録した従業員は、1 口 100 円、最大 10 口を給与天引きで寄付することができます。この寄付に、会社が同額

をマッチングギフトとして充当することにより、同基金となります。基金は「住友理工あったかクラブ」の支援、

社会課題解決に取り組んでいる団体・災害被災者の支援に使われます。     

贈呈式で社会貢献委員長 南野（左）

からマスクを受け取る野田代表 
寄贈した透明マスク 

当社社会貢献委員長常務執

行役員南野あやべネットワ

ーク代表 



—— 住友理工について ——————————————————————————————————————————————————————————————————————— 

住友理工は1929年に創業し、名古屋市中村区に本社を置くモノづくり企業です。2014年に東海ゴム工業から社名を変更しました。自動車（モビリティ）分野では、振動を制御する世界

トップシェアの防振ゴムのほか、ゴム・樹脂ホースや、ウレタン製の制遮音品・内装品を製造。自動車部品の開発で培った技術を生かし、インフラ・住環境、エレクトロニクス、ヘルス

ケアの各分野でも事業を展開しています。世界20ヶ国以上に広がるグローバルネットワークを活用して、人・社会・地球の安全・快適・環境に貢献する“Global Excellent Manufacturing 

Company”を目指しています。 

———————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————

リリースに関するお問い合わせ先 
住友理工株式会社 

広報IR部／〒450-6316 名古屋市中村区名駅一丁目1番1号 JPタワー名古屋 

tel 052-571-0259 e-mail product.info@jp.sumitomoriko.com https://www.sumitomoriko.co.jp/ 
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することになりました。仕様の検討や試作においては、当社従業員の有志が参画し、普段の業

務で培った知見やノウハウを活用しました。 

 

 ４月 27 日（火）には住友理工ホーステックスにて、贈呈式を開催。当社常務執行役員で社

会貢献委員長の南野高伸より「制作には苦労もあったが、皆さまの協力とボランティア精神の

おかげでこの日を迎えられた。ご活用いただけると嬉しく思う」とあいさつ。あやべネットワ

ークの野田和博代表は手話で、「口元や表情が見えるマスクをいただけて非常にありがたい。

このようなマスクが全国に普及していくように働きかけをしたい。そして安心してコミュニケ

ーションを取ることができる社会になってほしい」と謝辞を述べられました。今後、透明マス

クは、あやべネットワークを通して、綾部市役所や同市社会福祉協議会など窓口業務を行う箇

所を中心に配布します。追って京都府北部、さらに全国の聴覚障がい者団体などにも、順次寄

贈を進めていく予定です。 

 

最後になりますが、新型コロナウイルス感染症で亡くなられた方々に謹んでお悔やみ申し上

げますとともに、罹患された皆さまとご家族および関係者の皆さまに心よりお見舞い申し上げ

ます。また、医療・介護・福祉従事者をはじめ、行政機関や支援団体など、治療や感染拡大防

止の最前線でご尽力されている方々には心より感謝と敬意を表します。 

住友理工および住友理工あったか基金は、今後も社会課題解決に資する活動を積極的に推し

進めてまいります。 

 

＜あやべネットワークの概要＞ 

名称：  あやべネットワーク 

所在地： 京都府綾部市青野町西青野 18 番地 綾部市聴覚言語障害者支援センター内 

活動内容： 綾部地域における聴覚言語障害者の豊かな暮らしの実現、聴覚言語障害者福祉

の増進を目的に活動を行う 

代表者： 代表 野田和博 

主な活動： 当事者団体（聴覚障害者協会・難聴者協会）支援団体（手話サークル・要約筆

記サークル）の学習会の開催、手話言語法意見書提出、手話コミ条例（綾部市

手話言語の確立及び多様なコミュニケーション手段の促進に関する条例）研修

講師派遣など 

 以 上 
※ 透明マスクは、ウイルス、細菌、花粉の侵入を 100%防ぐものではありません。 
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